
第６７回情報・システム研究機構国立極地研究所運営会議議事要録 

 

日 時 令和６年３月６日（水）１４：００～１６：２３ 

場 所 国立極地研究所 中会議室及び Zoom 

出席者 阿部委員、池原委員、石川委員、香川委員、塩川委員、古谷委員、森本委員、 

山本委員、渡部直樹委員、伊村委員、榎本委員、堤委員、宮岡委員、東委員、 

門倉委員、平譯委員 

陪席者 野木所長、猪上准教授、堀田南極／北極観測センター副センター長、 

宮本南極観測センターマネージャー、熊谷広報室長、沼田立川共通事務部長、 

政田総務課長、市川研究推進課長、伴財務課長兼経理課長、 

坂本極地研事務課長、瀬戸口極地研係長、中山極地研係員 

 

（開会） 

 坂本極地研事務課長から、出席者は委員２０名のうち１５名（後にもう１名出席）であ

り、会議の成立要件である定足数（委員の過半数の出席）を充たしていることが報告され

た。 

 議長から開会が宣言された。 

 

（所長挨拶） 

 議事に先立ち、野木所長から挨拶があった。 

 

（前回議事要録（案）の確認） 

 前回議事要録（案）は本会議終了までに確認することとした。 

 

（審議事項） 

１．研究所組織の改編について 

野木所長から、資料１に基づき、研究所組織の改編について説明があり、審議の結

果、承認された。 

２．共同利用審議委員会の設置について 

野木所長から、資料２に基づき、共同利用審議委員会の設置について説明があり、審

議の結果、承認された。 

３．研究教育職員の人事について 



  選考審査委員会委員長である伊村委員から、資料３－１に基づき、共同研究推進系

（北極観測センター） 教授の公募について説明があり、続けて回収資料３－２及び３

－３に基づき、審議経過概要及び候補者１名の推薦理由について説明があった。応募者

数や公募内容・方法について質疑応答及び意見交換があった。 

さらに、伊村委員から、資料３－４に基づき、准教授昇任審査について説明があり、

続けて回収資料３－５、３－６－１、３－６－２に基づき、審査経過概要及び候補者２

名の推薦理由について説明があった。 

説明ののち、Zoom の投票機能による投票及び開票が行われた。 

投票の結果、すべての候補者について承認された。 

４．研究教育職員等選考規則の特例について 

野木所長から、資料４－１に基づき、研究教育職員等選考規則の特例の制定について

説明があり、審議の結果、承認された。 

続けて、野木所長から、回収資料４－２に基づき、特例を適用し任用する者について

説明があり、Zoom の投票機能による投票及び開票が行われた。 

投票の結果、当該者について、特例を適用し任用することが承認された。 

５．名誉教授の推薦について 

  野木所長から、資料５－１及び回収資料５－２－１、５－２－２に基づき、名誉教授

の推薦について説明があり、審議の結果、候補者２名の推薦について承認された。 

６．令和６年度共同研究等の採択について 

  堤委員から、資料６－１及び６－２に基づき、令和６年度共同研究等の採択について

説明があった。複数年の継続案件に係る運用や、特別共同研究と一般共同研究の採択件

数の兼ね合い等について質疑応答及び意見交換があった。特に、一般共同研究の件数が

減少していることから、所外からの一般共同研究への申請者は極地研の応援団であるた

め、件数を減らさないための方策が必要との発言があった。審議の結果、承認された。 

また、来年度より運営会議の下に共同利用審議委員会が設置されることに伴い、共同

研究等の採択については共同利用審議委員会において審議され、運営会議では報告とな

ることが確認された。 

７．令和７年度概算要求について 

沼田立川共通事務部長から、資料７に基づき、令和７年度概算要求について説明があ

った。今後の中規模研究設備の整備に係る検討状況について質疑応答があり、審議の結

果、承認された。 

 



（報告事項） 

１．任期付助教の再任審査結果について 

伊村委員から、資料８に基づき報告があった。助教の任期制度について質疑応答があ 

り、再任審査のスケジュールについて今後検討することとした。 

２．任期付助教のテニュア資格の付与について 

伊村委員から、資料９に基づき報告があった。無期雇用となる特任教員がいることに

関連し、雇用制度について質疑応答があった。 

３．特任教員及び特任研究員の人事について 

伊村委員から、資料１０に基づき報告があった。 

４．客員教員の人事について 

伊村委員から、資料１１に基づき報告があった。一部受入教員の職名が誤っていたた 

め修正することとした。 

５．第４期中期目標・中期計画の変更について 

  沼田立川共通事務部長から、資料１２に基づき報告があった。 

６．令和５年度補正予算について 

  沼田立川共通事務部長から、資料１３に基づき報告があった。 

７．南極地域観測事業について 

  伊村委員から、資料１４に基づき報告があった。 

８．北極研究について 

  榎本委員から、資料１５に基づき報告があった。ケンブリッジベイの極域ステーショ

ンの利用状況や EISCAT_3D の進捗状況について質疑応答があった。 

９．国際極域・地球環境研究推進センターの活動について 

  野木所長から、資料１６に基づき報告があった。一部金額が誤っていたため修正する

こととした。また、科研費獲得支援の一環として試行する、外部委託による調書レビュ

ーについて質疑応答があった。 

10．関連シンポジウム等の開催について 

  伊村委員から、資料１７に基づき報告があった。 

11．広報活動について 

  伊村委員から、資料１８に基づき報告があった。 

12．総合研究大学院大学先端学術院極域科学コースの現況について 

  平譯委員から、資料１９に基づき報告があった。 

13．創立５０周年記念事業について 



  沼田立川共通事務部長から、資料２０に基づき報告があった。 

 

（前回議事要録（案）の承認） 

  前回議事要録（案）が原案のとおり承認された。 

 

（任期を終える委員からの挨拶） 

  今期をもって任期を終える委員から挨拶があった。 

 

（閉会） 

  議長から閉会が宣言された。 

 

（令和６年度運営会議日程） 

  沼田立川共通事務部長から、資料２１に基づき、令和６年度運営会議日程について通

知があった。 

以上 


